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『国際人ロ｡社会圃篭回臺罵員言罵』固く
<貧困＞〈失業＞〈女性の地位向上＞〈社会開発〉解決に努力

琿二蔓XZZ醤二二ZZZ蕊蕊露塞蕊議蕊震Z二二蕊露蕊鍵蕊聞顯鷺二蕊;X蕊ErZ率二三H蕊三富窒二Z:Z蕊蕊X鑓驚111A二蕊！;Z鑿因宇露三三Z=蕊rZi蕊il2?藍了I竜意二?蹟鷺纂ＥＪ:hjFﾌﾞｷﾞ邑扁:←

国際人口・社会開発国会議員会議（IMPPSD）

が３月４日・５日、デンマーク国コペンハーゲン

のデンマーク国会で世界53カ国から73名の国会議

員が参加して開催された。日本からは、運営委員

会議長と会議の議長を務めた桜井新代議士（自)、

安倍晋三代議士（自)、沢藤礼次郎代議士（社)、

東祥三代議士（新）の４名議員が参加した。

この会議は、コペンハーゲンで開かれた世界の

貧困、失業、社会的不統合、社会正義等を論題と

ment)」という基調のもとに、貧困、失業、社会

的不統合、社会正義などの問題について議論され

た。社会開発を取り扱う場合、各文化、社会のそ

れぞれの価値観という問題を避けて通ることはで

きない。昨年９月の国際人口・開発会議でも人口

問題解決の具体的な方法として行動計画の中で

「女性のエンパワーメントとリプロダクテイブ・

ヘルス、ライツ」という概念が中心的な役割を果

たした。このように、人口問題でも国際的な理解と

した「世界社会開発サ

ミット（ＷＳＳＤ)」に

効果的に影響を与える

ために「世界社会開発

サミット」開会の直前

に開かれた。

この会議の目的は、

「人口問題は強制でき

る問題ではない。一人

一人の自発的な選択を

基礎とするしかなく、

その選択が良く情報を

得た上での、充分な理

して権利の問題、価値

の問題が扱われた。

しかし、この社会開

発サミットのテーマは

それ自身が人口問題な

どとは比べものになら

ないほど価値の問題と

関わり合う。その中

で、カイロの国際人口

・開発会議においてそ

の主張があまり認めら

れなかったカトリック

などの宗教界を中心と

写真鐙前列中央：カイロの国際人ロ・開発会議でＮＧＣ

解に基づいたものでなければ、人口問題の本質的

な解決は、ありえない。従って、人々が良く理解

した上での選択を達成し得る社会開発なくしては

人口問題の解決はない｡」という考えに基づい

て、人口問題を解決する上で必要不可欠となる社

会開発をいかに果たすかを論議し、社会開発サ

ミットに資するとともに世界社会開発サミットの

行動計画に人口問題を明確に盛り込むことである。

国連が３月の６日から12日まで開催した社会開

発サミットでは、「人間の健全な生活と社会開発

（HumanWellBeingandSocialDevelop‐

した、巻き返しが図られるのではないかという、

人口問題に携わる人たちの危機感があった。

国連の位置付けでは、世界社会開発サミットは

リオデジャネイロで開かれた「国連環境・開発会

議（ＵＮＣＥＤ)｣、昨年エジプトとのカイロで開

かれた「国際人口・開発会議（ICPD)」そし

て、本年９月に中国北京で開催される「第４回世

界女性会議」の一連の会議を包括するハイレベル協

議として位置づけられており、そこで、人口問題に

対する戦略が後退することになると、カイロの人口

会議の成果の後退にもなりかねないからである。

２



このような２つの問題意識から、社会開発サ

ミット行動計画における人口問題の取り扱いを強

化するために「人口と開発に関するアジア議員

フォーラム（AFPPD)」が中心となって世界の

人口と開発に関する地域議連に呼びかけて本会議

が開催された。

主催はデンマーク国会、共催が「人口と開発に

関するアジア国会議員フォーラム（ＡＦＰＰＤ)」

「人口と開発に関するアメリカ地域議員グループ

（ＩＡＰＧ)」「人口と開発に関するアフリカ・中東

国会議員委員会運営委員会」「人口と開発に関す

る国会議員世界委員会（GCPPD)」「国際医師国

会議員機構（IMPO)｣、後援は「国連人口基金

（ＵＮＦＰＡ)」「国際家族計画連盟（ＩＰＰＦ)｣。

授、３)女性の地位向上と社会開発および人口部会は

パネル・ディスカッションとなり、バルバドスの副

首相であるビリー･ミラー女史、インドのジルジャ・

ヴァス女史、南アフリカのタシャバラ･ニシマン女

史の各国議員が問題提起を行い、討議を行った。

会議の宣言文となる「コペンハーゲン宣言」の

討議では、経済構造調整と巨額の債務に悩むアフ

リカ、ラテンアメリカを中心とする途上国の意見

と先進国の意見が激しくぶつかり合った。先進国

は、援助の効率的な使用をもとめ、途上国は債務

が開発の足かせになっている現状、世銀、ＩＭＦ

主導で進められている各国の構造調整の中で、特

に社会部門の支出が削減されている現状を訴え

た。一方、途上国の間でも国情の違いを反映して

意見がぶつかり合った。コペンハーゲン宣言採択

のための全体討議は予定を２時間も超過し、修正

意見を取り入れることでやっと採択された。

今回の会議でも、カイロに引き続き日本議員の

活発な発言が各国から賞賛された。まず東祥三議

員が「｢議論する時ではなく行動する時である」

というカイロ宣言の基調を踏襲し、会議の議論を

行動のための具体的なものにするように求めた。

次に、沢藤礼次郎議員が農村の活性化なくしては

人口の問題も開発問題も解決し得ないと指摘し

た。最後に安倍晋三議員が、最低所得保障法を国

際的合意として形成するべきであるとしたブラジ

ル議員に対し、社会開発の問題は国際的な取り決

めの問題として扱うべき問題と、各国が自主的に

行うべき問題があり区別すべきだと発言し、多く

の途上国の賛同を得た。

これら日本議員の活発な発言は、世界有数の援

助供与国の発言として、国際貢献を行っていく姿

勢を強く示すと共にその国際貢献が本当に人類の

幸福に繋がるものであることを願うものであり各

国の共感を得た。

日本外交は顔が見えない外交であると良くいわ

れるが、人口と開発問題に対する日本国国会議員

の活躍は、日本の存在感を明確にアピールすると

同時に責任を果しているという意味で各国に強い

印象を与えた。

国際人口・社会開発国会議員会議の議題は、ｌ）

貧困と人口、２)失業、不完全雇用と人口、３)女性

の地位向上と社会開発および人口の３テーマであ

る。会議の議長には桜井新代議士が選出された。

それぞれの分科会の議長は；

１)貧困と人口部会：ザンビアのラブ･ムリンバ

議員、２)失業、不完全雇用と人口部会：ボリビア

のジャビール・トレス・ゴイティア上院議員、３）

女性の地位向上と社会開発および人口：スイスの

レニ･ロバート議員が務め、ホスト国デンマークの

ヘニング・ジェロッド議員が総括報告者を務めた。

この各分科会議長は地域議連を代表しており、

ボリビアのジャビール・トレス・ゴイティア上院

議員は「アメリカ地域国会議員グループ（ＩＡＰ

Ｇ）議長｣、スイスのレニ･ロバート議員は欧州議

会の代表、そしてザンビアのラブ・ムリンバ議員

はアフリカ・中東国会議員委員会運営員会議長と

して会議全体の副議長も務めた。

基調講演は、デンマークのカレン･イエスペル

セン社会大臣、ザンビアのカブンダ･カヨンゴ地

域開発大臣が行った。

それぞれの分科会のリソースパーソンは、ｌ)貧困

と人口部会はポピュレーション･カウンシル総裁の

カトレー･カールソン女史、２)失業、不完全雇用と

人口部会はガーナ大学副学長ジョージ･ベネス教

３
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lnternationalMeetingofParliamentariansonPopulationandSocialDevelopment

（ＩＭＰＰＳＤ）

1995年３月４曰～５曰

デンマーク国会議事堂 壜⑧
■３月４日（±）

９：００～10：３０ 開会式

歓迎挨拶桜井新・運営委員会議長

挨拶アーリング･オルセン（デンマーク国会議長）

挨拶ナフィス･サディック（国連人口基金事務局長）

代読安藤博文（国連人口基金事務次長）

基調講演１カレン･イエスペルセン（デンマーク国社会大臣）

基調講演２カブンダ･カヨンゴ（ザンビア国地域開発・社会福祉大臣）

体憩

貧困と人口

議長ラブ･ムリンバ議員（ザンビア）

リソースパーソン：

カトレー・カールソン女史（ポピュレーション・カウンシル総裁）

討議

昼食

失業、不完全雇用と人口

議長ジャビール・トレス・ゴイティア議員（ボリビア）

リソースパーソン：

ジョージ･ベネー博士（ガーナ大学副総長）

討議

１０：３０～１１：ＯＯ

ｌｌ：００～１２：３０

１２：３０～１４：００

１４：００～１６：３０

■３月５日（日）

９：00～１１：００ 社会開発、女性の地位と人口

パネルディスカッション

議長レニ･ロパート議員（スイス）

パネラービリー・ミラー大臣（バルバドス）

ギリジャ･バヤス議員（インド）

タシャパラ･ニシマン議員（南アフリカ）

討議

昼食

討議

国内及び地域レベルにおける国会議員のフォローアップ活動

人口と社会開発・コペンハーゲン宣言の討議と採択

議長桜井新（国際人口・社会開発国会議員会議議長）

閉会式

１１：３０～１２：３０

１２：３０～１４：ＯＯ

ｌ４：００～１５：３０

１５：３０～１７：３０

１６：３０～１７：３０
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開催挨拶

運営委員会議長

人口と開発に関するアジア議員フォーラム議長

桜井新

デンマーク国会議長アーリ

ング・オルセン閣下、ナフィ

ス・サディック国連人口基金

事務局長、アジア、アフリカ

・アラブ、ＩＡＰＧ、北アメリ

カ、ヨーロッパ各地域の人口

と開発に関する議員活動に携

わっておられる同僚議員の皆

様。関係諸機関代表の皆様。

国際人口・社会開発国会議員

会議に御参集賜わり、厚く厚

く御礼申し上げます。

人間は社会を離れて生きる

た。人口問題の解決と、地球

環境と調和的な食料生産なく

しては人類の未来はありえま

せん。私どもは人々から民主

的に選ばれた代表として、人

類の未来に対し強い責任を

持っております。今、私ども

がどのような決定を行い行動

を起すかが私どもの子孫の未

来を決定するのです。

この人類の未来を決定する

人口問題は強制することので

きない問題です。人口問題を

解決するためには、人々が自

球で生きて行くうえで何が大

ことはできません。人間に

とって生きるということは社会の中で生きるとい 分達の子孫がこの地球で生きて行くうえで何が大

切なのかをよく理解したうえでの自発的選択を行

うことが何よりも大切なことなのです。

「人口問題解決のために人間らしさを確保す

る」これは、昨年９月の国際人口・開発会議の基

調であったと思います。人間として尊厳を保ちう

る社会を作り、人類が人類共通の課題を理解し、

自らの選択にしたがってその課題に取り組むこと

ができれば、人口問題や環境問題、食料生産の問

題も解決することができます。人類の幸福を追及

する社会開発とは、理解したうえでの選択を行い

うる社会環境を作ることでもあります。社会開発

なくして人口問題の解決はありえないのです。

人々が強制されることなく十分な情報のもとでよ

く理解し自ら選択できる社会、これはまさに社会開

発が理想とする社会でもありましょう。

うことです。私どもの子孫が人間としての尊厳を

持って生きていくことができるか否かは、今の私

どもの選択と行動によるのです。昨年９月エジプ

卜のカイロで開かれました国際人口・開発議員会

議（ＩＣＰＰＤ）のカイロ宣言は「もはや議論して

いる時期ではなく、行動を起すべき時期である」

と言うことを強く述べております。この認識は、

参加された国会議員の方すべてに共有されたと信

じております。また、この私どもの議決は国際人

口・開発会議総会にも建議され、各国行政に対し

て国会議員の立場から強いアピールを行いまし

た。

このＩＣＰＰＤカイロ宣言の基調にあったもの

は、人類の未来を決定する人口と開発問題に対す

る私ども国会議員の強い危倶と危機感でありまし

５



社会開発なくして人口問題の解決はありえませ

んし、人口問題が解決に向かわなければ有限なこ

の地球の中で社会開発を行うことはできないので

す。人口問題の解決と社会開発は不可分な問題な

のです。

私ども国会議員は各国国民の代表として、自ら

の国民の幸福を願うものであると同時に、人類全

体の幸福を願うものであるべきです。この地球の

一員として私達は同じ船に乗っているのです。こ

の国際人口・社会開発国会議員会議での決議事項

は世界社会開発サミット総会でも発表され、各国の

施策に影響を与えることが期待されております。

この会議の開催にあたり、本年１月17日にコペ

ンハーゲンにデンマーク国会ＩＰＵ議長のヘニン

グ・ジェレロット議員、アフリカ・アラブ人口・

開発議員委員会運営委員会議長ラブ・ムリンバ議

員、人口と開発に関する国会議員世界委員会から

Ｍ・Ｔ・Ｓチナマサ議員を始めとして、各地域の

人口・開発国会議員活動の代表の方にご参集賜わ

り、運営委員会を開催し広く御意見をお伺いし準

備を重ね、ここに開催に運びとなりました。改め

て、この会議実現のために御協力いただきました

各団体、担当者の方々に御礼を申し上げたいと思

います。

今回討議されますテーマは、①貧困と人口、②

失業、不完全雇用と人口、③社会開発、女性の地

位と人口です。私どもの会議は２日間の短い会議

ではありますが、熱心な討議が行われますことを

期待致しております。私どもが国会議員としての

自らの責務にしたがって、人類と地球の未来のた

めに何をなしうるのか、自らのなすべきことを共

に考えてまいりたいと思います。この会議の成功

を祈念いたしております。

lhJJ鐵驫
UDnmTUr
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会議の背景と焦点および各分科会報告
宰鶚鑑!fu￥ 軋鰯i･ﾔ.野..F霞rY爵溺〔離尾隼臣\弓与｣群.*.舞識 鍛塞.;･覆鷺講王鴎喀白鍵ｉｉＡ･自鐇鐵報v…轤鐇f辱輪圭曾.華:筆丙■市

Ｉ会議の背景と焦点

Ⅱ貧困と人口

Ⅲ失業、不完全雇用と人口

Ⅳ社会開発、女性の社会的地位の向上と人口

Ｖ国内及び地域レベルにおける国会議員のフォ

ローアップ活動

Ⅵコペンハーゲン宣言の採択
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L 会言雲り

1995年３月４日、５日コペンハーゲンのデン

マーク国会議事堂（Folketinget）で開催された

「国際人口・社会開発国会議員会議」に、５３カ国

からおよそ73名の国会議員が、参加した。この会

議は、人口と開発に関するアジア議員フォーラム

（ＡＦＰＰＤ)、人口と開発に関する国会議員世界

委員会（ＧＣＰＰＤ)、人口と開発に関するアメリ

カ地域議員グループ（ＩＡＰＧ)、人口と開発に関

するアフリカ・中東議連運営委員の共催で開かれ

た。後援機関は、国連人口基金（ＵＮＦＰＡ）と

国際家族計画連盟（ＩＰＰＦ)。

今回の会議は、コペンハーゲンのベラセンター

で３月６日～13日に開催された「世界社会開発サ

ミット」に伴って開催された。この会議の目的は

国会議員が共に集い、社会サミットの勧告を実行

させるための具体案を立案し、加えて情報と経験

の交換を促し、立法活動を支援するための国会議

員のネットワークの発展を促進することである。

２日間にわたる会議は３月４日の朝、日本国国

会議員及び運営委員議長である桜井新議員、デン

マーク国国会議員であるヘニング・ジェロッド議

員の歓迎の挨拶で始まった。アーリング・オルセ

ン・デンマーク国会議長によって開会挨拶がおこ

なわれ、国連人口基金（ＵＮＦＰＡ）事務次長の

安藤博文氏がＵＮＦＰＡ事務局長ナフィス・サ

ディック博士の祝辞を読み上げた。基調講演はデ

ンマーク社会大臣のカレン・イェスペルセン議

員、そしてザンビア地域開発・社会サービス大臣の

カブンダ・カヨンゴ議員によって行われた。

会議では、議長１名、副議長３名、そして総括

報告者1名による事務局が選任された。議長には

桜井新議員（日本)、副議長にはジャビール・ト

レス・ゴイティア議員（ボリビア)、レニ・ロ

バート議員（スイス)、ラブ・ムリンバ議員（ザ

ンビア)、そして総括報告者にはヘニング・ジェ

ロッド議員が選ばれた。

会議の参加者は、以下のような重要な問題につ

いて議論を交わした。貧困と人口；失業、不完全

雇用と人口；社会開発、女性の社会的地位の向上

と人口；国内及び地域レベルでの国会議員による

フォローアップ活動についてである。

会議では、関係者の総意に基づいてコペンハー

ゲン宣言が採択され、その中で、直後に控えてい

る世界社会開発サミットで採択される行動計画の

具体的内容、特に1994年９月カイロにて開催され

た「国際人口・開発会議」で採択された行動計画

の理念と目的に関連するものを実施していく部

分、について国会議員が確実に積極的に実行して

いくことを宣言している。

また宣言文では、２つの行動計画の中に盛り込

まれた行動を実行する上で必要な資金を確保する

ために、世界中の国会議員が努力を一層強化する

よう呼びかけている。この点について各国が、

ＧＮＰのｑ７パーセントを政府開発援助（ＯＤＡ）

に向けるという、合意に基づく目標をできる限り

早く達成するよう努力すべきであると明記してい

る。また、宣言文では20／20の理念についても確

約している。この20／20とは、先進国が政府開発

援助の20パーセントを社会開発分野に資金を割り

当て、開発途上国は国家予算の20パーセントを同

分野に割り当てるという取り決めで、貧困の撲滅

に対する戦いにおいて、また開発協力の分野にお

いて有効な概念である。

コペンハーゲン宣言は、世界社会開発サミット

へ提示された。
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ﾖ１
人口と貧困についての分科会では、ラブ・ムリ

ンパ議員（ザンビア）が議長を務めた。リソース

･パーソンは、ポピュレーション･カウンシル（P

opulationCouncil）会長のマーガレット・カト

レイ・カールソン女史が務めた。ＵＮＦＰＡのＳ

ＬＮ､ラオ氏は書記として、また同じくＵＮＦＰ

Ａのアルフォンス.Ｌ･マクドナルド氏は報告者

を務めた。

カトレイ・カールソン女史は、社会サミットで

論議されるすべての重要な論題は、1990年代にお

いて世界で行なわれてきた社会開発のなかで課題

となった点である。社会開発サミットでの討議

は、カイロの国際人口・開発会議で世界的な合意

を得た意識と理解の水準をふまえ行われなくては

ならない。カイロ会議の結果として、人口問題は

幅広い文脈において捕らえられるようになり、人

口を論じる上で家族計画を無視して人口が論じら

れることはなくなった。更に、世界は、女性と少

女にとって基本的に重要なことやリプロダクテイ

ブ･ヘルスの必要性を考慮することなく、人口学

上および開発の目的を実現するための現実的かつ

発生している。貧困とそれに伴う、適切な社会

サービスの欠如及び、そこに社会サービスがあっ

たとしてもそれが利用できない現状は、水の供

給、燃料の収拾、労働を効率化する補助的な機械

の欠如による労働力不足を補うために、より多く

の子供を望む需要へと結びついている。更に、出

生率の高さは低い賃金と高い失業レベルをもたら

すと共に、子供たちのための教育資金不足をもた

らしている。また、社会サービスに過度の負担を

かけると共に、士地なし住民の増加と水源の汚染

をもたらしている。

貧困の中で生活する人々の多さとそれに関連す

る社会問題は、持続可能な開発政策を統合的に長

期にわたってとることで減らすことができる。こ

の政策、つまり、人々の満たされていないニーズ

を満たすための安定的な経済成長、人口と環境保

護の方法は相互に結び付いている。したがって、

これらのニーズを満たすことは同時に貧困の削減

とその緩和にも貢献するのである。

人口転換を促進し、貧困の緩和に役立つ３つの

ステップが提示された。それは、（a)現在不十分な

リプロダクテイブ・ヘルスや家族計画サービスを

充足する。（b)大家族を望むことを助長するような

危険要因を減らす。に)晩婚を促進し出産間隔を開

ける、また少女により多くの選択と教育並びに職

業の選択の機会を与えることによって、これまで

の人口増加の勢いを緩めることである。

カトレイ・カールソン女史は現状を解決に導く

ために取られるべき方法を５つ挙げた。それは、

(a)これまで貧困の緩和に成功してきた対策を重点

的に行なう。（b)国家開発プログラムにおいて人口

プログラムが高い優先順位を持つよう要求する。

に)女性の開発に重点をおいた社会・経済政策の必

要性を認識し、求める。（｡)手のかからない、暫定

的で短慮な治療を避け、長期的対応を必要とする

方法を認め主張する。（e)強制を拒絶し、人々の開

はっきりとした進歩を行なうことはできないとい

う方向に進んだのである。それ故に、社会サミッ

卜が人口とリプロダクテイブ･ヘルスの文脈の中

で、貧困と社会発展の関連性を注意深く見つめる

ことは絶対に必要である、と述べた。

この分科会において、人口増加と貧困の関係及

び連関｣性について意見は一致しなかった。また、

急速な人口増加と貧困者数、貧困者比率の増大、

貧困の悪化との関係は明らかにはならなかった。

それにもかかわらず、急速な人口増加や出生率の

高さが数多くの社会問題や持続可能な開発に与え

るマイナスの影響については、これまでに十分に

裏付けられている。

高出生率、高い人口増加、貧困と環境悪化と

いった悪循環はいくつもの地域において明らかに
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発のニーズを満たすことが、人口学上の目標を達

成する上で長期的に最も有効な方法であることを

認識することである。

に農業分野における時代遅れや非効率な生産

方法、高額な軍事費や防衛費、そして内紛の

影響等である。

参加者は一般に、リブロダクティプ・へル

スや家族計画の情報、サービスの促進と提供

をリプロダクテイブ・ライツの概念にした

がって供給すべきであることを認識してい

た。何人かの参加者は、不妊に注目し治療を

提供することの重要性について強調した。

何人かの参加者たちは、リブロダクティプ

・ヘルスや教育そして雇用機会を提供する上

で、青年や未成年者、特に少女のニーズに特

別な注意が払われなくてはならないと述べ

た。また何人かの人々は、親としての責任の

重要性や、この点においての子供の養育に両

親がより一層取り組むことの必要性等につい

て強調した。

多くの参加者は、効果的なリプロダクテイ

ブ・ヘルスケアを行う上で不可欠な要素とし

て、性教育の重要性を強調した。事実、何人

かの人はこの性教育こそが解決されなければ

ならない中心的な課題であると述べた。つま

り、人々は人間の性や避妊の活用方法につい

て、教えられなければわからないということ

である。また、ある参加者はそのような教育

は両親にとってもなされなければならない残

された唯一の教育であると述べた。

安全な飲料水や衛生、そして金銭的に可能

な範囲でかつ十分な住居、基本的な生活環境

やそのサービスの供給が、人口と持続可能な

開発プログラムの効果を強めるために人々に

供給されるべきであると指摘した。よって、

各国国会議員は国内における人口と持続可能

な開発政策、及びプログラムが貧困の緩和を

求める人々に向けて明らかに実行されている

かどうか積極的に監視すべきであると提案さ

れた。

多くの参加者たちが、国際機関や政府間組

議論

参加者の間では、人口増加と開発の複雑な

相関関係についての幅広い見解が示された。

ある人は、急激な人口増加と貧困は明らかに

関連しており、その相関について議論をする

べきであると述べた。また別の人は、自国に

おいて人口増加と出生率が減少しているにも

かかわらず、貧困が減少せず、時には増加し

たと述べた。多数の参加者は、とりわけアプ

リ力のように飲料水の運搬や食物を生産する

ための土地の耕作を手伝うために子供が必要

とされている所では、人口増加が貧困の解決

のための－つの方法であると考えられてい

る。ある参加者は人口増加と貧困の関連を認

めながらも、貧困を解決するために国家が出

生を抑制するべきであるというものでもない

と述べた。

参加者のうち数人は、貧困の基本的原因と

して外的要因に焦点を当てた。これらの中に

は構造的調整プログラムの与えるマイナスの

影響、対外債務を返済する重い負担、保護貿

易主義を維持し続けることに起因する貿易の

不均衡、そして天然資源の破壊などが含まれ

ている。ある参加者はい構造的調整プログラ

ムが社会開発を犠牲にして得られる経済成長

を過大に強調してきたことに注目した。さら

に悪いことに、それらのプログラムは、社会

分野と経済分野を全く別々のものとして取り

扱ってきた。しかし、社会分野は生産的な分

野であり、事実、経済分野における投資より

も効率の良い投資だったのである。

参加者は、貧困につながるその他の要因を

取り上げた。十分な雇用機会がないこと、特

１０



織、そして二国間組織が社会開発プログラム

に向けより多くの資源を供給したり、途上国

における債務救済措置や投資の促進などをよ

り一層考慮すべきであると述べた。提案され

た20／20の概念は、国内及び外国資金を社会

分野の投資に当てるよう約束するものである

が、これについては適切な選択であると認識

が得られた。

可 ■■■

■■■■

失業、不完全雇用と人口についての分科会で

は、ボリビアのジャビール・トレス･ゴイティア上

院議員が議長を務めた。リソースパーソンはガー

ナ大学副学長のジョージ･ベネー教授が務めた。

ＵＮＦＰＡのバージニア･オホス・アマア女史は書

記を務め、同じくＵＮＦＰＡのリチャード･シュ

ナイダー氏がラポーターを務めた。

ベネー教授は、雇用問題の供給面に焦点を当て

た。彼は、雇用問題とは国内労働力供給拡大が労

働力の需要や雇用機会と一致していないというこ

とであると述べた。雇用の機会は、大体にして雇

用の需要によって決定され、経済の生産量や技術

的な変化、同様に経済成長と変化に依存している

のである。途上国においては、人口学的要因の変

化によって労働力の増加率の大半が計算できる。

よって、人口は供給要因であり、国の経済状況は

需要要因である。

労働力において重要となる人口学的変数は、（a）

人口の規模と増加率：それは出生率、死亡率、そ

して人口移動によって決まる。（b)人口の年齢構

造：それは人口増加率とその分布によって決ま

る。したがって、労働力の規模は労働力参加率と

同様に人口の規模によって決定されるのである。

労働の供給と需要の不均衡は、失業と不完全雇用

を増大させることになると述べた。

また、ベネー教授は、若年型人口構造に伜なう

高負担によって発生する悪循環について説明し

た。これは低い貯蓄と投資をもたらし、同時に低

い経済成長と低い生活水準をもたらす。さらにこ

れは高い出生率をもたらし、従属人口による負担

を高め、この循環を持続させる。この悪循環は２

つの方法においてのみ断ち切ることができる。１

つは出生率が高いときに基本的な家族計画を導入

する方法であり、1つは低い経済成長のときに経

済成長を加速する政策を採用する方法である。し

かしながら、成功するためには２つの行動を同時

に実行することが必要であると述べた。

議論

多くの参加者が失業と不完全雇用の問題の

一般的な特性について強調し、地球全体の一

体化の必要性を強調した。国際競争と制約の

多い貿易政策が雇用機会と地球規模的な危機

の可能性に与える影響について注目し、地球

全体の一体化が経済搾取とそれに起因する労

働者たちの人間性を失わせるような機械化の

問題に対する解決となりうるということを強

調した。南北の不均衡増大は、国家間の社会

的不正行為を引き起こし、仕事を求めて移民

してきた労働者たちに対する非民主的な扱い

をもたらしてきた。それゆえに何人かの参加
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者によると、この不健康な行動が肉体的かつ

精神的な病をもたらし、麻薬の使用や暴力な

ど様々な肉体的かつ社会的な病いを引き起こ

していると述べた。国家資源（資金）を、所

得を生み出すプログラムに割当てること、そ

してすべての領域での相互協力の強化など、

バランスの取れた経済開発を目的とする政策

やプログラム、計画を求めた。

ある参加者は、麻薬売買の問題と麻薬売買

が雇用に与える影響を調べる必要があると指

摘した。麻薬売買は地球規模の問題であり地

球規模の解決が求められていると強調した。

目的は麻薬の売買を根絶することであるが、

そのためには世界市場で同様の利益を与えう

る代替穀物を農民に与えることが必要である。

ある参加者は、労働組合が歴史上労働者の

利益を代表するものであり、失業者のそれを

代表するものではなかったことを述べた上

で、今後労働組合の政策とプログラムが失業

者を救うように調整することが果たして可能

かどうか、またどのようにしたらよいか質問

した。また、国会議員が直面している主な課

題として政府と雇用者の両者が失業を軽減す

る方針を考案することを強調した。

者たちは、民主主義に賛成し､/協力とパート

ナーシップを育み、そして人間開発を促進す

るような更なる人間中心の政策を求めた。そ

の他の人々は、持たざる国を助けるだけの資

金を持つ国に対して、特に社会経済・開発を

可能とする環境づくりを助ける援助の供給を

呼び掛けた。

多くの参加者が－人当たりＧＮＰ（GNP

perCapita）は経済開発のための良い指標

とはいえないことを強調した。なぜならば一

人当たりＧＮＰは所得格差を反映せず、それ

ゆえにその国の経済状況を的確に伝えないか

らである。更に教育を得〈技術を取得してい

ても失業している多くの人がいる一方で、大

半の人々は賃金の不完全な支払と不完全雇用

のために職を得ていても貧困状態にあると述

べた。

ある参加者は、経済成長に対する投資の欠

如と急激な人口増加が失業と不完全雇用の根

本原因となっていることを指摘した。その他

の人々は内紛や武器の売買、人身の荒廃が失

業の根底にある問題となっていると述べた。

ある参加者は失業に関連する別の悪循環と

して、貧困と無学、そして「不健康な行動」

を増加させる失業問題を指摘した。その参加

二二日目署芒－７ＤｒＩＭ土⑰

員が参加した。ＵＮＦＰＡのバージニア･オフォス

・アマー女史が書記を務め、同じくＵＮＦＰＡのア

ルフォンス.Ｌ･マクドナルド氏が報告者を務めた。

ミラー女史は過去50年間において、英語圏カリ

ブ海諸国で社会開発の分野が大きく前進したと述

社会開発、女性の社会的地位と人口に関するパ

ネルディスカッションでは、スイスのレニ・ロ

バート議員が議長を務めた。パネルにはバルバド

スのビリー・ミラー議員、インドのギリジャ･バヤ

ス議員、南アフリカのタシャバララ･ニシマン議
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べた。これは主にその国の政府が社会分野に大い

なる投資を行ってきたためである。一般に医療や

教育は、無料でそのサービスを提供してきた。し

かしながら、1970年代末には域内の国々が、主に

構造調整プログラムの実施の結果、発生する多く

の逆行現象に悩まされることとなった。これは、

特に女性を中心とした高い失業レベル、そして１５

歳から19歳の若者の出生率の増加となって現われ

た。１０代の若者の出生率の増加は、とりわけ若く

`性的に活動的な女性とその女`性が産む新生児のヒ

ト免疫不全ウイルス感染（ＨＩＶ)、後天的免疫不

全症（ＡＩＤＳ）を増加させることとなった。

英語圏のカリブ海諸国では、法律によって女`性

の社会的地位と彼女達が置かれている社会状況の

改善のために多くのことがなされた。そしてその

法律は、草の根レベルで活躍している女性に影響

を受けた男性国会議員によって立法に向け問題提

起が行なわれたのである。家族・社会福祉法は女

性に男性と同じ権利と平等を与えたり、同等の賃

金と仕事を与えたり、そして子供に対する特別保

護をも与えた。合法的な組合の設立もまた、法律

の下で認められた。

（ヤス女史はアジアが矛盾を抱えた大陸である

と述べた。というのは少なくとも３人の女`性の首

相が存在したにもかかわらず、一般的に言って女

性の地位は低かった。更に、伝統的聖典では女性

を褒め崇拝している一方で、女性は実際には多く

の男性優位主義の国々において奴隷のようにあし

らわれてきている。これは得てして、伝統的習慣

に固執する女性自身がその社会的に低い地位を受

け入れ、かつ耐えてきたことにも起因する。しか

しながら、ここ数年、女性が変化を求め始め、社

会にも変化が生じてきている。アジア諸国の政府

が女性の社会的平等と経済開発の便益を＋分に享

受できるよう積極的に促進してきたためでもあ

り、また女性の社会、経済、文化、政治の分野へ

の参加を増大させてきたためでもある。（ヤス女

史は、より多くのアジアの女』性が政治や政策決定

の場に積極的に携わるべきであると強調し、ホス

ト国のデンマークはこの分野において偉大なる進

歩を達成してきたと発言した。

トゥシャバララ博士は、アフリカ国民評議会

（ＡＮＣ）の成功した自由を求める闘争に女性が

参加したことで、特に政治の分野において影響力を

持ついくつかの地位を得ることが出来たと述べた。

しかしながら、彼女達が得たものが侵されない

ように油断をせず確保し続けなくてはならない。

南アフリカは、社会における女性の十分かつ平等

な参加を推し進める国家メカニズムを発展させる

ために、様々な選択を研究してきた。女`性に対す

るあらゆる差別を撤廃する法律を有効的に実行さ

せる環境作りを行う際、いくつかの忘れてはなら

ない概念がある。それは経済の構築、リプロダク

ティブヘルスのニーズをも含めた女性の基本的な

要求の充足、民主化の過程の促進、そして平和と

安全の促進などである。

トゥシャバララ博士は家族計画のサービスが、

一貫性と展望の欠如のために徐々に疎かとなった

ことを強調した。そのようなサービスは女性の選

択を増やしたり、リプロダクテイブ･ライツを発

展させるために提供されてきたと言うよりも、む

しろ人口学的目標を達成させるために実施されて

きたのである。しかしながら効果的なリプロダク

テイブ･ヘルス･ケアを行う目的は、女性の選択肢

を増やし、女性に伝統的な母親としての役割に代

るものを与えることである。そこでその発言者

は、リプロダクテイブ･ライツや性的健康及び`性

に対する権利などの重要な問題で、国際文書に於

て同意されたものが無視されることがないように

国会議員が保護し続けなくてはならないと呼びか

けた。

ロバート女史は、ヨーロッパが途ト国であると

は決していえないものの、アジアと同様に矛盾に

満ちていると述べた。というのはヨーロッパの

国々は裕福であるが、人口の少なからぬ割合が貧

困状態にあり、その大半は女性で特に両親が揃っ

ていない場合や両親がどちらもいない場合が多

い。

またヨーロッパは資本の自由な移動を認めてき

たが、労働の自由な移動については反対し続けて
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きた。ヨーロッパにおける経済開発は、ある人々

には偉大なる富をもたらしたが、その一方ではあ

る人々に高い失業レベルをもたらしてきた。これ

がめぐって労働市場から女性を排除する一因と

なっていたのである。

ヨーロッパの高収入にもかかわらず、ヨーロッ

パ内部の一体性と途上国に対する共感は欠如して

いた。食料と住居は人間の基本的な権利であると

いう概念に対して一般的な同意があるものの、そ

のような基本的な生活環境の快適さ（アメニ

ティ）に対する国際的技術援助を維持し、自然に

増加させることはますます困難となってきた。社

会的な性差の問題に対して少年達に時代遅れの行

動を取り続けさせているヨーロッパにおける教育

を修正する必要がある。ロバート女史はヨーロッ

パの世界観は余りにも物質主義かつ自己中心的で

あり、ヨーロッパの開発モデルが世界モデルとし

てもはや機能できないと述べた。

であることに触れたαほとんどの国では､=女

性が男性と同等の権利を持ち、サービス』P雇

用に同等の機会を得ることができるように保

証する法律を定めているが､ﾉ多くの国におい

て実際にはそのような権利が守られていな

い。国際的には、その虫うな問題を協已議して

いるだけである。必要とされているのは実行

である。少なくともそのような行動には､L実

行に向けて今迄終みられた発展の反省と釘実

行する上での制約,の明記､そしてこのような

制約に対処する上で有効な対策の促進が含ま

れるべきである。

多くの参加者は、中等以上の教育を普及

し、とわけリブロダクティプ゜ヘルスや家族

計画の健康情報やサービスを提供すること
〆エ

カ《、女性の社会的地位を高め、女性の病気と

死亡を削減するのにもっとも効果的な2つの

方法であると述べたo〆女性と少女に対する伝

統的悪慣習、例えば女性の陰核切除などを無

くす上で情報と教育は必要不可欠である。教

育と医療への投資は、女性の低い社会的地

位、貧困そして大家族と行ったT悪循環をL断

ち、女性により多くのかつ新たな選択や機

会、選択を与える強力な介入手段として見な

されているｏ

参加者のうち数人は、構造調整プログラム

と債務返済が社会分野、特に医療と教育にお

いて見られた進歩を阻害していると指摘し

た。よって政府と国際金融機関は、この２つ

の分野において資金制約が及ぼすマイナスの

影響を食い止めるために、資金および予算の

供給が十分となるように保証しなくてはなら

ない、と発言した。

男性と同じ仕事をして、なおかつ既存の法

律によって保証されていても、女性は男性と

同等の仕事に対して同等の賃金をまだ与えら

れていないという問題に、多くの参加者が触

れた。更に特定の地域のある雇用者達は、女

議ｌ論

何人かの代表者達は､と政府や国会における

政策決定｢の場における女性の参加レペルが低

いと述べた。ブラジルとケニアでは、例えば

国会議員のうちわずか５パーセントが女性

で、｢両国とも女性の大臣はわずか一人づつで

あったｏガーナでは200人の国会議｣員のうち

わずか16人が女性議員である。参加者の間で

は、これらの重要な政策決定を行なう地位に

女性を含めるよう努力すること、そして必要

ならば、特別な法律的かつ行政的手段を用い

ることに一般的同意が得られている。しかし

ながら、何人かの参加者はそのような特別な

手段は民主的なプロセスを損なうものである

と感じた。

多くの参加者達が女性が置かれている社会

状況を向上させる対策が国際的に実行されて

いないばかりでなく、国内においても不十分
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性を雇うことは出産のための休職やその他の

女`性に特別与えられている社会的かつ労働上

の利点を考えると、コストがかさむと伝統的

に見なされているた■めに、女性の労働者雇用

を控え始めている。他の参加者は、少女が男

性と公正な条件の下で競争して、民間や政府

の両分野においてより高度な資任を持つ地位に

付けるように、より高度で進んだ教育を受ける

機会を与えるべきであると強調した。

また別の参加者は女性が経済的により独立

できるように、資金的援助をしたり、信用貸

し付けや資本を借りることができるよう機会

を与えることが重要であると強調した。また

女性が社会、経済、文化そして政治の分野で

十分にかつ男性と同等に参加できるようにす

るための社会的支援の仕組みを作るべきであ

ると実感された。

何人かの参加者は、女性自身が女性や少女

への差別を是認しかつ助長する伝統に根ざす

性差別を永続させる上で女性自身がしばしば

自分達の敵であったことを指摘した。また女

性は互いに連帯したり助け合ったりすること

が今まで余りなかったとの意見も出た。女性

の社会的地位を高める努力が男性に敵対的な

形で構築されるべきではないことが強調され

た。むしろ、女性と男性はおたがいの努力を

通じて家庭内でも家庭の外でも構成で現実的

な解決を見いだすことで、すべての分野で男

女が十分にかつ満足の行く社会参加を実現す

るべきである。

多くの参加者は、女性の地位の向上、社会

に対する完全で平等な参加の促進を含む社会

・経済開発を十分に行なうためには平和と安

全の促進は前提条件であると述べた。

r冨雲言ｉ
国会議員のフォローアップ活動に関してのパネ

ルディスカッションでは、日本の桜井新議員が議

長を務めた。パネルのメンバーには、デンマーク

のロッテ･ヘンリクセン議員、ボリビアのジャビ

エール・トレス･ゴイティア議員、ブルキナ･ファ

ソのアガリウ･アドウア・マリア･ゴレッティ議員

が加わった。ＵＮＦＰＡのＳＬ.Ｎ・ラオ氏が書記

を務め、同じくＵＮＦＰＡのリチャード・シュナ

イダー氏が報告者を務めた。

桜井議長は政府と国民の掛け橋となる国会議員

の重要な役割を強調しながら、議論を開始した。

国会議員は世界の国会議員としての努力を更に促

めるために国会議員の連携を強化すべきであると

述べた。この議員会議と社会サミットの勧告を具

体的な行動に移すために積極的に責任をもってか

かわっていくことは立法者としての国会議員の義

務であると発言した。それゆえにこの国際会議が

一連の過程の始まりであって、終りとならないよ

うに希望した。

ヘンリクセン議員は、デンマークが社会開発サ

ミットのホストを引けた意味の一つは、デンマー

クの開発援助を構築し方向づけるための基本概念

を得ることであるという見解を示した。貧困の中

でも最貧の人々、その70パーセントは女性と言わ

れているが、その貧困状態を緩和させることが開

発援助の目的である。ＩＣＰＤでは、デンマークの
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国会議員に人口問題への対応策を構築するよう促

した。社会開発サミットに向けて、デンマーク国

会は、デンマーク政府に対して申し入れを行なう

法律を通した。その法律は、２０／20の理念や、目

標値として合意されたＧＮＰの0.7パーセントを

政府開発援助（ＯＤＡ）全体に当てること、また

途上国の外国からの債務削減および帳消を求める

ものである、と述べた。

ゴイティア博士は、現在人口の大半の人が開発

の恩恵を共有できていないので、この状況を変化

させるよう行動を実行に移さなくてはならないと

強調した。これは特に開発においてこれまで限ら

れた役割しかもたなかった女`性にいえることであ

る。この国際議員会議は社会開発サミットが開催

される前に、世界中の国会議員が互いに経験と知

識を交換できる唯一の機会を提供できるという点

で特に重要であり時期を得たものである。ＩＣＰＤ

や社会開発サミット、そして第４回世界女性会議

において採択された、もしくは今後採択される行

動計画がそれぞれの国において実行に移されるこ

とを希望した。また特に女性の訓練と教育の重要

性を強調し、女性が社会、文化、経済、そして政

治の分野に男性と同等にそして十分に参加できる

べきであると述べた。

マリア・ゴレッティ女史は、ＩＣＰＤの直前にカ

イロにて開催された国際議員会議が、アフリカと

中東の国会議員にとって、人口と開発の複雑な問

題を解決に導くための彼等の人口と開発に関する

その地域の制度をどのように作り上げるか決定す

る絶好の機会となった。会議の結果としてアフリ

カ・中東地域グループは特別委員会を設立し、こ

の1995年５月には健康や栄養失調、そして社会開

発の基本問題を協議する予定である。また委員会

では社会開発サミットで打ち出された勧告に焦点

を当てるべく、各国国会での組織作りを協議する

予定でもあると述べた。

議論

多くの代表者が各国が行なったＩＣＰＤ

のフォローアップとしての特別な行動につい

て触れた。多くの国々が、カイロでの出来事

を説明し、ＩＣＰＤ行動計画の勧告を具体的な

行動に移す方針を協議するために国内委員会を

設立した。またいくつかの国では情報と様々な

見解を交換するための国内のネットワークを開

設した。そのような国内委員会やネットワーク

は、社会開発の勧告をフォローアップする上で

も有効に活用できると感じている。

多くの国会議員は他地域の国会議員との間

で､連帯意識と更なる協力関係をもつことの

重要性を強調した。この点について何人かの

議員は、構造調整プログラムが国内の社会・

文化の開発を抑制又は逆転さえした国々が、

国際金融機関に圧力をかけるために各国が互

いに連帯し、パートナーシップと共感をもつ

必要性について触れた。

何人かの国会議員は、構造調整プログラム

が社会開発に及ぼすマイナスの影響を軽減す

る必要性の観点からも、途上国のニーズに協

力的な社会開発のための国際基金を設立する

ことを呼びかけた。

この点について、ある参加者は、社会開発

に割り当てられた資金が、確実に高い対費用

効果で効率的に使われるようにする必要性が

あると強調した。

多くの国会議員が社会開発サミットの勧告

を実行する上で、政策決定者や多くの人々に

訓練し教育することの重要性に言及した。そ

れらを実行する上でラジオや国内セミナーの

有効性を上げる人もいれば、女性の協会や組

織の活動を促進し支援する重要性を強調する

人もいた。多くの人は政府、非政府団体、そ

して民間を活用し、調和の取れたアプローチ

をとる必要性を強調した６
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Ｉ
総括報告者であるヘニング･ジェロッド氏に代

わって、ロッテ・ヘンリクセン女史がコペンハー

ゲン宣言の案を提示した。宣言は幅広い議論の

後、承認され採択された。宣言の最終文書はこの

報告書の第一章に掲載されている。

この議論において、委員会はコペンハーゲン宣

言には含まないと決定されたいくつかの案を記録

に留めることが決定された。例えば、ある案では

暴力と麻薬売買を無くすための重要な方法の一つ

として、富と収入の公正な分配、就業機会の創

出、市民の権利として相応の収入保証を通じて社

会開発を促進することであるとした。同じ国会議

員からの提案として、貧困を撲滅する最も効果的

な方法が提案された。その提案は、基礎的な所得

を保証することや生活保護給付金（Negative

incometax）などによる最低所得保証プログラ

ムの実施などを含んでいた。

３つめの提案は、自然や環境破壊に対する有効

な国際協力に注目し、助けを必要としている国々

の人々へ向けた国際的博愛主義の援助を妨害する

軍事力の利用を批判した。４つめの提案は、先進

国が途上国に向ける援助を国連を通して行い、そ

のような援助が特定の政治的見解や状況にかかわ

らないように保証すべきであることを強調した。

他の提案は、性教育を効果的なリプロダクテイブ

･ヘルスケアの必要不可欠な要素として強調した。

心
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コペンハーゲン宣言
1995年３月４日と５日、デンマーク国コペンハーゲンで開催された国

際人ロ・社会開発国会議員会議に参加した国会議員は、人ロと社会開発

に関連する課題について協議を行った。

一世界社会開発サミットはこれまで協議が行われてきた、また行われつつある一連の国

際会議、なかでも国連環境・開発会議、国際人口・開発会議、第４回世界女性会議の一

連の会議の中の不可欠な一部である。

‐人口、着実な経済成長、社会開発、持続可能な開発、安全と平和は、相互依存的で相

互補強的な関係にある。従って、人口の急激な増加の抑制、貧困の根絶、環境保護、雇

用の創出と失業の低減、および社会的統合の促進を行うことで、全ての人、とくに女性

と障害者が社会、文化、経済そして政治の全ての分野に、平等にそして充分に参加でき

るようにする努力が必要である。

一従って、この相互依存関係にあり相互補強的な関係にある課題を解決するために、立

法を行う上でのイニシアティブをとり、政治的な意志を表明し、政府と民間の支持を取

り付ける責任を持つ。

‐社会開発は基本的には各国の責任であり、加えて個人と社会が自らの問題として取り

組むことが重要であると同時に、国際社会が国際社会の問題として積極的に関わり、取

り組まなければならない問題である。

‐貧困、非識字率の高さ、民族紛争とその他の紛争および社会的な不統合は、多くの国

を今も苦しめ続けている。この貧困、非識字率の高さ、民族紛争とその他の紛争および

失業と社会的な不統合は、女`性と子供に対して特に影響を与えることに強い関心を持つ。

‐途上国および経済移行期にある元社会主義国で、債務と外部市場へ容易に参入できな

いことが貧困を持続させる原因となっている。従って国際社会がこの問題に対してその

政策を見直すことを強く求める。

一（人口と社会開発の問題を解決する上で）食料の自給を行うことが適切な場所での食

料の自給を含む、持続可能な農業生産が重要である。
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全ての人が、雇用、収入、生きていけるだけの食料、水および衛生、資源、社会サー

ビスをより公正に利用できる社会・経済環境をつくり上げなければならない。

‐人類は地球規模的な問題、特に国際人口移動、開発による環境への影響、国際的な麻

薬の密輸等の問題に直面している。これらの問題の解決のためには、国際的な理解と全
てのレペルでの協力が必要である。

‐また、教育およびリプロダクテイブ・ヘルスケアと家族計画サービスを含むヘルスケア・

サービスがどこでも得られるようにすることが必要であり、家庭でも、経済的にも、社会

でも男性と女性が平等なパートナーシップが得られるよう促進することが必要である。

‐人々のベイシック･ニーズ（基本的な必要性）を満たし、人々の間の不平等を減らす

ように、各国の予算と国家政策における優先順位を決定しなければならない。この優先

順位の再構築に当たって、社会開発における20／20の原則は貧困と戦い、開発協力を行
う上で有用な概念である。

.この点で国会議員はユニークで重要な役割を持っており、その役割を果たす上で必要

な国会議員のネットワークを国家レベルでも、地域レベルでも、地域間レベルでも展開

することが必要である。このようなネットワークは国会議員に、社会における課題と経

済における課題の相互依存関係に対する認識を創出し理解を求めることだけではなく、

その経験を交換し、これらの問題を解決するための協力を促進し拡大すべきである。

この観点から、政府および非政府部門の双方で、人間中心的な社会開発の枠組みを構築

し、個人の物心両面にわたるニーズに答えうる、各国の対応能力を構築することが重要であ

る。このための各国間および国際間の協力、特に南・南協力を推進することが重要である。

‐持続可能な開発、安定的な経済成長、社会開発、人口問題の相互関係のもとにある諸

問題を根本的に解決する上で、女性の地位の向上を果たし、教育、健康、雇用、財産と金

融の利用などを容易に、平等に利用できるようにすることが、基礎であり不可欠である。

私達は、世界社会開発サミットで採択される行動計画、特に国際人口・開発会議で採択

された行動計画の原則と目的に関係する部分に対して、確実なコミットメントを行ってい

くことを宣言し、世界中の国会議員に、国際人口・開発会議と世界社会開発サミットの行
動計画を実施するうえで必要となる資源を確保するために、努力を倍増させることを呼び

かける。この観点から、すでに合意された目標である国民総生産の０７％を政府開発援助

に向けるという目標を、できるだけ早く達成するべきである。またその援助が途上国に

とってもっとも効率的になるようにその分配のありかたについて再吟味する。
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世界社臺圃莞サミットに対する温冒
この提言は「国際人ロ・社会開発国会議員会議」の成果を

受け、桜井新国際人ロ・社会開発国会議員会議議長によって

世界社会開発サミットの各国政府代表およびＮＧＯに「人ロ

は社会開発に関するコペンハーゲン宣言」とともに提示され

たものである。
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人口と開発に関するアジア議員フォーラム議長

国際人口・社会開発国会議員会議議長

桜井新

<1995年３月／デンマーク国コペンハーゲン＞

議長閣下始め役員の皆様、御来場の皆様、人口

と開発に関するアジア議員フォーラム(ＡＦＰＰＤ）

議長としてまた国際人口・社会開発国会議員会議

（ＩＭＰPSD）の議長として提言を行わせていた

だきます。

私が議長を務めます、人口と開発に関するアジ

ア国会議員フォーラム（ＡＦＰＰＤ）は人口・開発

問題の重要性を認識し13年前から活動を行ってま

いりました。私どもは、これまでの活動をもと

に、世界の人口と開発に関する国会議員活動を

行っておられます皆様と共に、昨年９月には、国

際人口・開発会議に先駆け国際人口・開発国会議

員会議を開催し「人口と開発に関するカイロ宣

言」をまとめ国際人口・開発会議にも建議いたし

ました。またこの度、人口と社会開発における国

会議員の役割に焦点を当てて国際人口・社会開発

国会議員会議を開催し「人口と社会開発に関する

コペンハーゲン・ステイツメント」を採択いたし

ました。

このカイロ宣言とコペンハーゲン･ステイツメ

ントの基調にあったものは人類の未来を決定する

人口と開発問題に対する私達国会議員の強い危倶

と危機感であります。人口問題は強制することの

できない問題です。人々が問題をよく理解し、自

ら選択することで解決するしかない問題なので

す。従いまして、人口問題は社会開発なくしては

解決しえない問題なのです。

この社会開発サミットのテーマは「社会開発と

人間の幸福」であるときいております。私達は国

会議員として、各国国民の幸福を考えるばかりで

はなく人類全体の幸福の実現に取り組まなければ

なりません。人間にとって「生きる」ということ

は「社会の中で生きる」ということであり、これ

こそが人間を人間たらしめ、尊厳を作り上げてい

るものでありましょう。人間が理解したうえでの

選択を可能にする社会開発なくして人口問題の解
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決はありえませんし、人口問題の解決なくしては

この有限な地球の上で人間らしく尊厳をもって生

きることはできないのです。この意味で、人口問

題と社会開発は不可分の課題です。今回の議員会

議最大のテーマもまた人口問題を解決するうえで不

可欠な社会開発をいかに果たすかでありました。

私達の社会は未だ道半ばであります。いま私達

は人類共通の課題に取り組まなければならないの

にも関わらず、世界の各地で未だ争いを起こし社

会開発を遅らせ、争いがなければ人類の幸せのた

めに使いうる資金を浪費いたしております。今、

私達に必要なのは憎しみではなく人類の未来に目

をむけ希望をもって人類が抱えている問題を解決

することであります。

私達はこの国際人口・社会開発国会議員会議を

通じ、国会議員として自らなしうることは何なの

かについて議論をし、問いかけを行い、人口・社

会開発問題に積極的に関わっていくことを誓いま

した。この誓約を実行に移す第１歩として今回の

社会サミットで採択される行動計画の中に不可決

の一部として人口問題の重要性が明確に反映され

ることを強く希望したいと思います。私どもの議

論の結果と総意は「人口と社会開発に関するコペ

ンハーゲン･ステイトメント」のなかに記されて

おります。是非お読みください。今後、私どもは

国会議員としての立場から自らのなしうることを

なすと同時に、責任のある選択を行うために各国

行政府に対し積極的に発言をさせていただきたい

と思っております。

人類の未来が人間としての尊厳を保ちうる未来

であるように、さらに希望溢れたものであるため

に、私達、国会議員は献身いたしてまいります。

ともに手を携えて共通の目的を実現するために働

こうではありませんか。

2J



資料

Ｃ叩Ｍ力age〃Sfafeme"ｒ
ｗｅ，ｔｈｃｐａｱ"αｍｅ"tariα"satte"｡i"ｇﾋﾟﾉｉｅＩｉＥｆｅｍα〃o几αＪノMeeti"ｇｏｆＰａＦ･ＺｉａｍｅｍａｒｍＪＵｓｏ几

PQpmmtio〃α"dSOciaZDeDelOpme"Ｚ（IIMEPSDノ，ｈｅＺｄｉ〃Cqpe几ｈａｇｅ"，Ｄｅ几ｍａｒｋ，。〃４
α"ｄ５皿ａｒｃｈＩ９妬，ｉ〃αddresSi"ｇｏ”ＳｅＺｕｅｓｔｏｔｈｅｊ几terreJatediSSHesolpQpmJ(z〃o〃α"d

SocmldepeUOPme几t，

－Recog"ｉｚｅｔｈａｔｔｈｅＷｏｒＺｃｌＳｔＬｍｍｉｆノbrSOciaZDeDeZOpme"ｔｉｓα〃ｉ"tegrql
pqrtofthedeDeZQpme几ZdinZog皿ecurrmtZgzc"ｄｅｒｕ)αｇｉ〃ｔｈｅｓｅ花ｅｓｏｆｍｑｊＯｒ
ｉ"tematio"ａＺｃｏ〃ん】｡e"ceseithertqAci"ｇｐＺａｃｅｏｒｈａＤｉ"ｇＺａＡｃＣ〃place，ｉ"cJmd白

、9,22型旦'2-212型，theU7nitedNatio"SCO"hereluceo几助Dim"ｍｅ"ｔα"aDeDeJ‐
OpmelLt，rhemter"αtio"αＩＣＯ"た)ｗｕｃｅｏ〃Ｐｏｐ皿Jqtio〃α"mDeuelqpme"t，α"d
theFbzurthWorZ‘ＣＯ几允re"CCC〃Ｗ/oｍｅ〃；

-庇ecog几Zze血rtﾉte7，ｉ〃ｔｈｉｓｒｅｇａｒｄ，thatpOpuLZa〃Cl０，ｓⅢstai〃edecolm"ｚｉｃ
ｇｍｍｔｈ，ｓｏｃｉａｌ‘eDeJQpme"t，ｓＨｓｔａｉ"QbZedeDeJqPmeFzt，secLL7jtgmLdPeaceare

i"terdepe几`elutmdm凹如α〃rei几わ7Ci"9,αSareef7b7tstosZomdOm"mpid
pOp皿JatZo〃gromth，ｅｒａ`icatepoDe叩，p7otectthee"Diro"ｍｅ"t，ｃｒ“ｔｅｊｏｂｓ
ａ几ｄｒｅ`mce皿几empZogme"t，〔ｍｃｌｐ”ｍｏｔｅｓｏｃｉｑＺｉ"tegraZjo〃ぬﾉierebgα〃peo-

pJe，ｍｄｊ〃ParticzLZQru)oｍｅ几,Ｃｚｓｕ)eJZ[zspeOPJeu'ithdtsab"jties,ParticiPate
equu"Uα"‘mZZZノｉ几aZZspheresofsociaLczz"mraZ，eco"ｏｍｉｃａ"apoZitjcaZ
〃化；

‐Acceptthere力１．ｃｔﾉbeTeSpo几sibilitgtosmjqportZegislａｔｊＤｅｉ"ttiutiDes，ｄｅｍｏ"

strafepoZj"ｃａＪＬＤｉｌＬａ"dMpmobiUizegoDeJTLme"ｔα"dpmbZicsuﾉﾘＤｏｒｔｔｏ

α“ressthesci"teraepe"‘e"ｔα几。ｍ四ｍα"‘rei"んrci几ｇｉｓｓ皿Ｃｓ；

・ＡＣ庇"omZedgetﾉｍｔｓｏｃｉａＺａｅＤｅｌｑｐｍｍｔｉｓｐｒｉｍａｒｔＺｇａ几atio"αZreSpo"sibjZ‐

it９，０"ｅｒｅｑⅢiri"ｇＺ"`jDjdZmJq"dsocjemZactio几ａｓｍｅＺＪ〔ｚｓｉ"teJTUα〃oJzQZ
commitmeJat；

‐ｊＶＯｔｅｕ)ifhco几cemthatpoDertg，iZJ〃eracU，LL几empJOgme"t，ｅ仇"ｉｃα"dother

co几〃jcts［、‘sociaJdisi"tegmtio几ｃｏｌｚｔｉｍＪｅｔｏａｆ７ＩｉｃＺｍｑ"gcozu"triesα"dQre

diSpmportZo"αteJga舵ctj"ｇＬｕｏｍｅ〃α"dchiZdre〃；

‐Recog"izethatse7Dici"ｇｏ′zle6tCmdZacﾉｔｏｆｅ(Jsgacccsstoexte伽ｕＺｍａ７－
化etsbUzZeDelQpi"ｇｃｏⅢ"triesα"。ｂりわrmersociQJistcom"triesｉ〃ｔ、"sitiona

7eco"Zribzc〃"ｇｔｏｔﾉｂｅ〃e樋iste"ceofpoDertg；α"。ｔﾉbzcsmrgethei"telTza‐
tio"αＪｃｏｍｍｍ"ifgtorcDieuｿﾉﾉteirpoJicZesi〃ｔｈｉｓｒｅｇａｒｄ；

‐Recog"Uze地rtﾉｔｅｒｔｈｅｉｍｐｏ７ｔα"ceofachieDi"gsLUstaiJzableag7icm〃ｚＵｒｑｌ
ｂ

Ｐ７Ｏ[mCtiO"，ｉ〃ＣＺｍＺｍｇゎOdSeZ'LSZL流CieFECZノＵﾌﾉtereDer[ZnPmPriQte；

－AcklLomZedgeZhe〃ｅｅｍｔｏｃｒｅａｔｅａｓｏｃｉａＺａ"ｄｅｃｏ"ｏｍｊｃｅ"Uiro"ｍｅ"ｔｔｈａｔ

ｐｅｒｍｉｔｓα"ｄｐｍｍｏｔｅｓＱｍｏ７ｅｅ９ｍｔａ６１ｅａｃｃｅ８ｓわ『αlZpeOpZetoempZoZ'ｍ“t，
z"come，ノiDodseczUrjt"，ｕ)αｔｅ７Ｑ"。ｓα几itatio"，γcsozL｢CBS，α"dsociaZserDice8；

2２



-Aclmo四Jedgem花ｈｅｒｔｈａｔノ、ｍα"んi"ｄｊｓｃｏ"/)｡o"Zedmithglobalissmes
sLLcﾉｶα８，ｔ〃terQZia，ｉ"tematio"αＪｍｉｇｍｔｉｏ"，ｔｈｅｉｍｐａｃｔｏｆｔｈｅｄｅｕｅＪｑｐｍｅ"ｔ
ｐＪ･ocesso〃ｔﾉＺｅｅ"Dim"ｍｅ"t，α"。』几Zematio"αZdJQuglra流cAci"ｇｊｔｈｅｍｏｔ
ｃａ皿ｓｅｓｏｆ山hicﾉｂ〃eedtobeaddressedtﾉtmmgrhiJztematio"αＺ〃〃ae7stQ几｡i"ｇ
ａｎａcoJmboratZo〃ａｔα〃ZeDeJS；

‐AcAc几Cu)Ｕ２〃eaZso，iJDthisregIα７．，ｔ"ｅ几ｅｅｄｔｏｐｍｍｏＺｅｍ"iUersaZaccessto
e“catioJL［ｍ‘ｔｏｈｅａＺｔ作cα｢eserDices，ｊ"cZ皿ZZi"greprod皿ctiDeheaZt〃ｃａｒｅ
〔、αノセｚｍ〃pkzJD"i"gserDices，α"ａｔｏｐｒｏｍｏｔｅｅｑ皿α【ｐα't"ershipbeZLDeelz
me〃α"。”oｍｅ〃、ｔｈｅノセLmiZg，ｍＺｈｅｅｃｏ"０ｍｇ，α"αｊ〃societg；

‐Ａ流rmtheneedtore-orie"ｔ〃αＺｉｏｎａｌｂ邸dgeZsQ"α〃α"oJLnZprjoritiesto
admresslｈｅｂ“Ｚｃ〃eedSofpeQpZeα"ｄｔｏｒｅｄｍｃｅｉｎｅｑ皿ities6etmeeTLα"ｄ
ａｍｏ"ｇＺﾉtem；α腕】･加地rtﾉｉｅｒｔｈａｔｔｈｅ２０/２０pri"cipZcco几cerFEiJzgsociaZ
depeJOpme『ｚｔｉＳａＬＪｓｅ地JCC"cepZi〃ｔｈｅ〃gﾉｈｔｑｇａｉ"stpoDerZyα"。ｉ几‘cueZ-
qpmemcoOpemfio"．

‐Ａ流ＪＱｍｕｌＳｏｔｈｅＺｍｉ９ｍｅａ几ｄｊｍｐｏｒｆａ几ｔｍＺｅｏ'ｐａｒＺｉａｍｅ"ｆａｒｔα"ｓｉ〃thiS
reSpectaJzd，coWSpo"dilLgrZZﾉ，ｔﾉｈｅ几eedtodeDeZQp〃etlDo齢ｓａｍｏ"ｇｐａｒＺｉａ－
ｍｅ"taria几ｓａｔｔｈｅ〃αtio"αJ，regio"αＪ［ｍｄｉ"ter7egio"αZZeDeZs，〃ｏｔｏｍｇｔｏ
ｃｒｅａｆｅａｍα｢mesｓα"。Ⅲ〃mel9sZα"｡［"ｇｏﾌﾟﾋﾞﾉｔｅｊ"terdepeFLdmceofsociaZα"a

eco"omiciss皿es，ｂｍｔａＪｓｏｆｏｅＪｃｃｈα"ｇｅ“peJ･Z“CCSα〃ｄｔｏｍﾉbα〃Ｃｅα"ｄ
ｅ】GP〔zJudcoqPerqtio〃ｉ〃α`dj･eSSL"9ＳｍＣｈｉＳＳＨｅ８；

‐Ｅｍｐﾉbasdze，ｊ〃ｔｈｉｓｃｏ"tejct，ｔﾉｈｅｉｍｐｏ〃α"ccofbmiZdi"ｇ［`ｐ几atio"αＩＣ〔Zpac-
itU，DCピハｇｏｕｅｍｍ“ｔａＪα〃ｄ〃oFL-goDer几meJLmZ，ｔｏｅｓｔａ６〃shapcOpルーCe"
te7edかameuUorAMbrsocjaJ‘eDcJOpme"ｔα"ｄｔｏｒｅｓｐｏ"‘ｔｏｔﾉiematerZaZα"ｄ

ＳｐｊｒｉｍａＺ〃ｅｅｄｓｏｌａＪＺｉ"diDidmaJS，α'２．２〃ｆﾉｶisregard，ofpromoti"ｇ〃αtio"αＺ
[ｚｍＺｉ"teJ･JLatjo"aJcoOperatio几，α"ｄｍｐａｒｔｉ“ZarSOmt作ｓｏ皿ZhcoQpemtio几；

-EmphasZze地rtherthatempomerme"Zo'u)oｍｅ"α"dcreatio"ｏｆｍｓｇｍ`
eqLUaJacccssわＦｍｏｍｅ〃ZoeCmcatiolz，ノhealth，ｅｍｐｌｏｙｍｅ"t，politicaZpar〃ci-

patio"，asseZSm‘ｃred〃，etc.，α'.ｅ/tcJLdame"ｍＺｉ〃ｓｅｅｋi"ｇａＺａｓ〃"gsoZzLtiolu
Zothei"te〃eZatedissmesofsⅢstai"abJedeDeUOpme"t，szustaiJDedeco"omic
grou)tjL,sociaZdeUeZQpme"ｔα"‘pop皿latio几．

WethereわｒｅｄＣｃｌａｒｅｏｍｒ允ｒｍｃｏｍｍｉｍＤｍｔｔｏｉｍｐＺｅｍｅ"ｔｔｈｅａｃｔｉｏ"８ｓｅｔ

わＪＷｉｉ〃ＺｈｅＰ｢ｏｇｒａ碗ｍｅｏｌＡｃｔｉｏ〃ｏ"cｅＱｄＯｐｔｅｄＱｆｔｂｅＷｏｒＺｄＳｍｍｍｉｆノb7

SOcialDeueJqpm即ちpq7ZicmZnrZgtﾉZosereJate‘ｔｏｔｈｅｐ７ｉ"cipZesa几αobjectｉｕｅｓ
ｏｌｔｈｅＰ７ｏｇｍｍｍｅｏｆＡｃｔｉｏ〃αｚｊＯｐｔｅｄａｔｔｈｅＪ)LZeJTLqtiolDaZCo几佗Ｆｅ"ｃｅｏ〃

POpLLZ(ztio〃α"dDeueZOpme"Z，α几ｄｃａＺＪＵｐｏ几ｐａｒＺｉａｍｅ"fariα"seueJZ'Luhereto
redO皿bZetheire〃brt8tosec皿ｒｅＺﾉｂｅ〃ecessaWresom7cestoi"ZpJeme"ｔｔｈｅ
ａｃ"U"ｉｅｓ８ｅｔ巾ｒＺｈｉ〃bothprogrammesofactioルルｔﾉｂｉＳＪ･egardcoLL几かies

shomZdstriDetoachieＤｅＺｈｅ勉硫ＪＺｍｅｌｚｔｏｆｔﾉＺｅａｇｒｅｅｄｔａｒｇｅｔＯｆＯ､７ｐｅｒｃｅ"ｔｏ'
９７０８ｓ〃atiolLaZpm`mct（GjVPノわｒｏＤｅｒａｍＯ流cZaZDeueZOpmeFLtAssista"Ce，ａｓ
ｓｏｏｌＬａｓｐｏｓｓｉｂＺｅａＦｚａα｢Ｂｉ几､〃ｅａｔｏｅ工ａｍｉ〃ｅノhuWLertjBeかpriorZttesofaistrZ-

bmiO〃ｔｏａｃﾉtieDeZhemajcimzzmbe"e〃ttodeDeZqpi"ｇｃｏ皿几trZes．

2８



参ｉｌｍ者壱簿

)iiNl蓋iZIilw･iaM 蹄騨qi･UemdMp

HOnMimsterMs､BilneMiUe凪Ｍｐ
ＢＡＲＢＡＤＯＳ

MrsLotteHemiksen,ＭＰ
ＤＥＮＭＡＲＫ

ＭｒｓＶ，OlgaM・GoUubovich,ＭＰ
ＢＥＬＡＲＵＳ

Ｈ0,.ＭＬＯ１ｅＬＳｉｍｏｎｓｅｎ,ＭＰ
ＤＥＮＭＡＲＫ

Ｍｍｃ・Anne-MarieLizin,ＭＰ
ＢＥＬＧＩＵＭ

PmfDmSaIehHassanElShiemybMP
EGYPT

Ｄｅｐ・ＤｒａＭａｒｉａＴｂ”saPaz
BOLIVIA

MmmoLaanqjfLMP
ESTDNIA

sen,DrJavierTblTesGoitia

BOLIVIA
MIsThercsaNymko-Fofie
GHANA

SenMrEduaIdoMSuplicy
BRAZIL

MsMclDriaAdjctet,ＭＰ
ＧＨＡＮＡ

Dep･Mrs,MartaSuplicy
BRAｽﾞ、．

MSHawaYakubuOgcdc,ＭＰ
ＧＨＡＮＡ

ＤｅｐＭｍｅ.Ａ・AdouaMaIiaPGorctti
BUKINAFASO

DepDmRobertoObandoVenCgaｓ
ＧＵＨＩＥＭＡＬＡ

Dep､MnSanneMOhamedTbpan
BURKINAFASO

Mrs､FatimaFatybMP
GUINEABISSAU

DepMIJuvenalManirambona ＭⅨGyulaHegyI,ＭＰ
ＨＵＮＧＡＲＹBＵＲＵＮＤＩ

ＤｎＣｅ,cileBombaJWkolqMP
CAMEROON

DmT1borSchwarcz,ＭＰ
ＨＵＮＧＡＲＹ

鵲i署MmwPon麺。!． MKVilmdmKataria,ＭＰ
ＩＮＤＩＡ

SenMnPiedadCordobaDeCastro

COLOＭＢＩＡ
mGiriiaWas,ＭＰ
ＩＮＤＩＡ

DnTnheriNoomMP
INDONEglA

DepDLRobertoObandoVbnegas
COSmoLmCA

Mrs・YaeIDayan,ＭＰ
ＩＳＲＡＥＬ

DCP・Profa・B1ancaMorejonSeijas
CUBA

2イ



Ｈ0,.Ｍs・BalbinaHem巴、,ＭＰ

ＰＡＮＡＭＡ
ＤｅｐＭｍｅ・MaIieThcr巳seZiguehi
ⅣＯＲＹＣＯＡＳＴ

Ｍｓ､OUviaDePomaIps,ＭＰ

ＰＡＮＡＭＡ

MinisterMs・PotiaSimpson,ＨＰ
ＪＡＭＡＩＣＡ

sen､DILJuanMariaCaITon

BﾍＲＡＧＵＡＹ

MIShinSakurai,1V⑩
JAPAN

sen.Ｄ瓜ＪｕａｎＭａｎａＣａｌＴｏｎ

ＥＡＲＡＧＵＡＹ

ＭＬＳｈｏｚｏＡＺｕｍａ,Ｒ価

JAPAN

謎職紗M…DoDoc｡、MrbReijimSawafUji,ＭＰ
ＪＡＰＡＮ

SenFr巳ddieN,Webb

PHUIJPPINES

MIShinzoAbe,MP

JAPAN

DnElenaPrCda,ＭＰ
ＲＯＭＡＮＩＡ

MinisterMISamirHabashna,H征

JＯＲＤＡＮ

Ｍｓ・A1eXandmOtchimvaMP

RUSSIANFEDER八IＴＯＮ

MLRahmetullaH・Suerbaevblし⑱

KAZAkSTh0hN

MinisterM凪WimamHerminie,ＭＰ

ＳＥＹＣＨＦＩＩ頂息
MIKPhiUpRotino,ＭＰ
ＫＥＮＹＡ

DrLKomsecBqjan,ＭＰ
ＳＬＯＶＥＮＩＡ

ＭｎＤａｔｏＩｂｍｈｉｍＡｕ,ＭＰ

ＭＡＬＡＹＳＩＡ

DnJankoPI℃dan

SLOVENIA
Mrs・KonandjiNanaGuidjilaye,K価
ＭＡＬＩ

Ｄ【bMantoTbhabalala,Ｈ狸

ＳＯＵＴＨＡＦＲＩＣＡ
MIRetnonPyneeandce,ＭＰ
ＭＡｕＲｒｌＴＵｓ

SenMIBJoseCastmRabadan

SPAIN
Ｄ■JamyangiinBatsuuri,Ｈ価
ＭＯＮＧＯＬＩＡ

Mrs,LemiRObert,Ｒ”
SＷＩＴｚＲＲＬＡＮＤ

Ｍｓ､ＢｃｍａｎｉＳｍｉｒｃＳＬａｔｉｆａＭＰ

ＭＯＲＯＣＣＯ

SenDmU1haiSudsukh

THAmAND

Dm・KafUiKpegba-Dzotsi,ＭＰ
ＴＯＧＯ

Ｄｅｐ.Ｍs､LuiSaDelCarmemLarios
NICARAGUA

Mrs・BritHoel,ＭＰ

ＮＯＲＷＡＹ

Mrs・ChedliaBoukchina,Ｈ⑪

ＴＵＮＩＳＩＡ
Ｍｓ・HaideMilanesDeLcyblVP

EANAMA

Dra・YadhmGonzalez,Ｒ⑪ Ｍｓ・HoudaKanoun,ＭＰ

ＴＵＮＩＳＩＡPANＡＭＡ

恥



MILavuMunmba,ＭＰ

ＺＡＭＢＴＡ
SirGerardVaughan,ＭＰ
ＵＮｒｒＥＤＫＩＮＧＤＯＭ

ＭＩＺＭｍＳ・Chinamasa,IＶＰ

ｚＩＭＢＡＢＷＥ
MmaNguyenThiThan,1V〃
ＶＩＥＴＮＡＭ

MinisterDraKabundaKayongo,ＭＰ
ＺＡＭＢＵＡ

SＴＥＥＲｍＩＧＣＯＭＭｎｕＩＥＥ

SenProfDIPrasopRatanakomMrbShinSakumi,MP

Chaimlan

Tblq/o,ＪＡＰＡＮ

Bangkok,ＴＨＡＩＬＡＮＤ

MnLavuMulimba,MP

Lusaka,ＺＡＭＢＩＡ

sen・DnJavierTbrresGoitia

LaPaz,BOLIVIA

Ｍ１;ＭＩＳ､Chinamasa,ＭＰMIHenningGjeUerod,MP

Copenhagen,ＤＥＮＭＡＲＫ Harare,ZIIV田ＡＢＷＥ

MsLotOeHenriksen,MP

Copenhagen,ＤＥＮＭＡＲＫ

ＣＯＯＰＥＲＡＴｍＪＧＡＧＥＮＣｍＳ

sen・DLUthaiSudsukh

lMPO

Bangkok,ＴＨＡＩＬＡＮＤ

M1ZShivKhale

ExecutiveDiIectoＢＡＩＰＰＤ

ＢａｎｇｋｏｌＧＴＨＡＩＬＡＮＤ

MnVTXPalan

RegionalDiIectonPPF
London,ＥＮＧLＡＮＤ

MnAkioMatsumura

ExecutiveDil巳ctonGCPPD

NewYOIk,ＵＳＡ

DILHemanSanhueza

ExecutiveCooldinatonlAPG

NewYOrk,ＵＳＡ

ＫＥＷＪＯＴＥＳＰＥＡＫＥＲＳ

Ｈon・MIzKabundaKayongo,ｈ〃Ｈon・MI8EIlingOlson,MP
Prcsident,PadiamentofDenmaIk

Copenhagen,ＤＥＮＭＡＲＫ

MinisterofCommunityDevelopment
andSocialServices

Lusaka,ＺＡＭＢＩＡ

ＨｏｎＭｓ,BalbinaHemera

P1℃sidentlNationalLegis1ative

AssemblyofPanama
PanamaCitylPANAMA

ＨＯｎＭｓ･KalBnJaspersen,MP
MinigUBrofSocialAffairs

Copenhagen,ＤＥＮＭＡＲＫ

2６



ＲＥＳＯＵＩＲＣＥＰＥＲＳＯＮＳ

Ｍｓ・MargmEtCaUey-Carlson
Pr巳sidcnt,PopulationCouncil
NewYbrk,ＵＳＡ

ProfGemgeBenneh
ViccChanccUoImnivcrsityofGhana

AccraGHANA

ＵＮｒｒＥＤＮＡＩＴＯＮＳＡＧＥＮＣｍＳ

MmJeanFabcr

ChieLInfbrmationSecｔｉｏｎ

ＵＮＤＰＥｕｍｐｃａｎＯ価cc
Geneva,ＳＷＩＴ正RＬＡＮＤ

DLAImaRitsatakis

RegionalAdviso喝CountIyHealthPoUcies
WHORegionalOfIicefbrEurope
Copenhagen,ＤＥＮＭＡＲＫ

D1%YUjiKawaguchi
Directoroflnte[岩AgencyAffairs,WHO
Geneva,ＳＷＩＴＺＥＲＬＡＮＤ

Ｄ【もAssiaBrandrup-Lukanow

RegionalAdvisolbSexua1ity＆FamilyPlanmng
WHORegionalO価cefbrEurope
Copenhagen,ＤＥＮＭＡＲＫ

Ｍｓ,FaridaA1i

PubncA1ThirsO価Ce[､ＵＮＩＣＥＦ

ＮＣｗＹｂｒｋ,ＵＳＡ

DI8YbgeshAtal
DirCctonCooIdinatingUnitfbrthe
WbddSummitonSocialDevelopment,ＵＮＥＳＣＯ

Paris,ＦＲＡＮＣＥ

ｍｌＴＥＲ－ＧＯＶＥＲＮＭＥＩｂｍＡＬＡＧＥＮＣｍｓ

MLPeterSchatzer

Di1℃ctorofExtemalRelaUons,IＯＭ
DEDanieUeCoin

CouncilofEmope

Stmssbourg,ＦＲＡＮＣＥ
Geneva,ＳＷｒｌＺＥＲＬＡＮＤ

ＵＮｎＥＤＮＡＩＴＯＮＳＰＯＰＵＬＡＴＩＯＮＦＵＮＤ

MnHimfhmiAndo

DeputyExccutjvcDircctonUNFPA
NewYbrkPSA

MrbAlphonscMcDonaId
SeniorTbChnicalOHicc囚ＵＮＦＰＡ

ＮｅｗＹｂｒｋ,ＵＳＡ

ＭｍＳｅｔｌｍＵｍｍｉ２ｈＬＮ､Rao

DcputyDirectorblERD,ＵＮＦＰＡ
ＮｃｗＹｂｄＱＵＳＡ

MrsNormaGardcner

Admini虻rativeAssistant

EuropeanLiaisonOHicc
Geneva,SWrrZERLAND

MsVhgjniaOfbsu-Amaah
ChicfofGcn｡CnPopulationand

DeveIopmcntBmnch,UNFPA
NewYbrkPSA

MsCalolmeLoison-Lugli

EuropeanLiaisonOHicc
Gencva,SWITZERLAND

MnRichardSnyder
SeniorExtemalAHtLirsO伍ceLUNFPA

NewYbrk,ＵＳＡ

2７



ＯＢＳＥＲＶＥＲＳ

MsKazueHoIstAndersen

lntelpreteｒ
ＪＡＰＡＮ

MnBayarbaatar
CounseUoLMongolianEmbassy
BELGIUM

Ｍ凪RanaBuIandAkhtar

Chaimnan,PakistaniMahasbaCouncU
Pakistan

ＨｏｎＭⅨGmndcI

GemnanAmbassador

DENMARK

ＭⅢAndr巳wMaddoEF

TbITaViva

Copenhagen,ＤＥＮＭＡＲＫ

MmJavadAlam

PAKISTAN

ProfB・ＨａｙｄｃｅＭｏｎｔｅｒｏｄｃＣａＩｍｎ
ＰＡＲＡＧＵＡＹ

ＭｍＡ､Rogatev

TliirdSeclptary9RussianEmbassy
DENMARK

ProfProsperoEde牝ra
ExccutivcDiI℃ctmPLCPD

PhiIippines

MmBirenKataria

lNDIA

ＭｎManmohanShaJma

ExccutivcSecrcta[yblAPPD
mDIA

Ｍｓ.ＥllenPemnam

lnfbmnationDiIccto厄CentrcfbrOur
CommonFuturC

GenevaSWIZERLAND

MrLMichioOzaki

CouncmmJOICEF
JAPAN

ＭｍＴｂｎｙＢｅｓｔ
NorthAmericanEditonNationNcwspapcr
USA

ＭⅨn1aIifDcen

UNCorTespondent,hter-PressSewice
USA

MnOsamuKusumoto

ScniorRcsca1℃ｈＯＨｉｃｅ凪APDA

JAPAN

MrsMitsueSakurai

JAPAN

Ｍｓ・PatIiciaMScarS

DeputyDilCctorofMcdiaRcIations
PopuIationActionlntemational
USA

ＭｓＭｅｒｃｃｄｃｓＭａｓｄｅＸａｘａｓ

ＰｍｇｍｍｍｅＯ伍cｃｎＰＧＡ
ＵＳＡ

MrbTbmolAkutanabe

SccretalytＣＭ凪Sakuraj
JAPAN

MI8Masahidenkahashi

}>ＧＩ:R1Nii醜NippoN…,.『
MsAyakaSuzuki

露：

MSYbShikonkeyama

lntcrpretcr
JAPAN

MmLamquocBao
CounsclloLMinistIyofForeignA丑aｉｒｓ
ＶＩＥＴＮＡＭ

2８



SＥＣＲＥｍＡＲｍＬＴ

MrbShivKharc

ExccutiveCoo【dinatoLIMPPSD

Bangkok,THAIIAND

Ｍｓ・A1IQjandmMeglioli
PrqjectOHicenIAPG
USA

MSFionaSam

IMPPSDSccI℃tanat

Bangkok,ＴＨＡＩＬＡＮＤ

ＭＩＳＪａｎｅＷｉｄｔｆｂｌｄｔ

ＤＥＮＭＡＲＫ

Ｍｓ・YilvarCeApmtanapong
nIPPSDSecretanat

BangkoLTHALAND

Mms・ＪＯｈａｍＴｅＧａｂｅｌ

ＤＥＮＭＡＲＫ

ＭⅢConorOMeamin

lMPPSDSecretaIiat

Bangkok,ＴＨＡＩＬＡＮＤ

Mrs・MeddeKrcmannThomscn

ＤＥＮＭＡＲＫ

Mrs,EIsicKriBhn2hh2Mi

IMPPSDSecretariat

Bangkok,ＴＨＡＩＬＡＮＤ

２９



人
類
の
未
来
の
た
め
に

地
球
の
未
来
の
た
め
に

TheAsianPopulation

andDevelopment

Association

財団法人アジア人口･開発協会

〒100束京都千代田区永田町2-10-2

永田町ＴＢＲビル710号

ＴＥＬ（03）３５８１－７７７０㈹

ＦＡＸ（03）３５８１－７７９６

3０



露
．
…
１
月

ll

j

Ｉ（・威酊Ⅳ昨門田二屏凸印ロ０□●●・１０■

ロ
、
レ
ワ
マ
。
、

、
慰
稲
！

ｉ
Ｍ

ｒ

ｉ

Ｋ

,１，，

PP

if,ｉ

ｉｉＩ
Ｐ

ｈ

Ｗ

Ｈ蝿『
．』

Ｍｊｉｉｉｌ
仁

！



臼阜

」
溌航！’麗

灯Fii識

魁
ノ

挑傘鞠bJ。

蕊

Ⅲ
Ⅲ

弘 5凡．鰹

QII3UfH.Ⅶ

奴

鰯

■日もり

酌

鋸

；

bF1UH芯

⑫rWNm

HtjFR

A'

dⅡ Ⅱ

！
開発協会ア人口.財団法人アジ

〒100束京都千代田区永田町2-'0-2

永田町ＴＢＲピル710号

ＴＥＬ（03）3581-7770㈹

ＦＡＸ（03）3581-7796

代田区永 ２－’

円」

皿い,刑１

』宍
加
呪
閤
』
包
雁

1Ｗ
A１


